
第３節（１０月～１２月）の重点は、 

【自分を表現する力】課題解決力 

①「ペア・班で学び合える授業」～自分の考えを自信

を持って伝えながら、より良い答えに向かっていきま

す。 

②「思いやりの花いっぱいになぁ～れ！」～相手を思

いやる心をしっかり伝え、優しい気持ちを伝えます。 

 
 

潮見が丘小学校 校長 門 脇 憲 司 

先日、朝の街頭指導の際、地域のおじいさんに声をかけられま

した。だいぶご高齢のようでしたが、背筋はピンと伸び、耳もよ

く聞こえていて、たいへん矍鑠（かくしゃく）としたご様子でし

た。寒い中でも散歩が日課だとおっしゃっていました。 

お話を伺うと、その方は戦後、ロシアから引き揚げて命からが

ら稚内にたどり着き、この富岡に住み始めたとのことでした。ま

ったく何もない場所に家を建て、暮らし始めた当時のことを語っ

てくださり、まさに富岡の発展を見守ってきた生き証人のような

方でした。 

住み始めた頃と比べて、今ではたくさんの家や建物が建ち並

び、人の行き来も増えて賑やかになったことを、感慨深げに話さ

れていました。道ばたですれ違う子どもたちにあいさつをする

と、元気な声が返ってくることがとても嬉しいと、目を細めてお

られました。 

稚内市の都市改造計画による人口増加と、地域の皆さんの熱い

願いにより、稚内東小学校から独立して昭和 51年に開校したの

が、潮見が丘小学校です。開校当初は約 400人、ピーク時には 800

人を超える児童が在籍していました。当時の卒業式では、卒業生

で会場がいっぱいになり、在校生はもちろん、保護者の方々も入

れなかったそうです。 

そして現在。子どもたちも教職員も、当時に比べてだいぶ少な

くなりました。校舎も年季が入り、少しくたびれてきています。

それでも変わらないものがあります。それは、子どもたちの健や

かな成長のために、保護者・地域・学校が一体となって見守り続

けていることです。 

冒頭で紹介したおじいさんも、子どもたちのあいさつに目を細

めていました。他にも、地域の多くの方々が子どもたちにあいさ

つをしてくださいます。町内会長さんや育成部長さんをはじめ、

子どもたちのためにさまざまな催しを企画してくださっていま

す。「学校の電気が遅くまでついているけど、大丈夫かい？」と、

心配して声をかけてくださる方もいます。 

このように、陰に日向に、潮見地区の子どもたちを地域全体で

育てる営みは、50年間ずっと続いてきました。これからも、子育

ての力を合わせるために、「和」と「輪」と「話」を大切にしてい

きます。今後とも、子どもたちの応援団として、どうぞよろしく

お願いいたします。 

 

 

 

１日（月） 短縮日課 

３日（水） １･５年参観日 １年 PTAレク 

４日（木） フッ化物洗口 ３･４年、わかば参観日 

３年グングン 

５日（金） ２･６年参観日 ２年 PTAレク 

７日（日） ノーゲームデー 朝日町内会クリスマス会 

８日（月） 短縮日課 

９日（火） 短縮日課 CRT学力検査① ４年グングン 

 １０日（水） CRT学力検査② 

１１日（木） フッ化物洗口 ３年グングン 

１３日（土） 手をつなぐ子らの作品展 

１６日（火） 短縮日課 ４年グングン 

１７日（水） 短縮日課 児童会委員会 

１８日（木） フッ化物洗口 ３年グングン 

２２日（月） 大掃除週間 

２３日（火） 短縮日課 ４年グングン 

２５日（木） ２学期終業式 ※ 全学年５時間授業です 

２６日（金） 冬季休業（～１／１４） ５年冬休みグングン 

 

潮見が丘小学校５０周年記念集会・祝賀会 

 １１月１５日に保護者・地域のみなさんをお招きして、「潮見が丘小学校創立５０周年記念集会」をおこないました。ご参加いただきました皆様、ありが

とうございました。記念協賛会の行事部の方たちが企画・進行してくれた集会では、ゆるキャラの名前発表(「しおみん」になりました)、潮小〇×クイズ、

「SE-NO」のエビナマスジさんによるミニライブからの 40 周年で SE-NO さんが作成してくれた『約束の丘』全校合唱と、最後は小寺 PTA 会長の音

頭で子どもたちによる乾杯！楽しいイベント盛りだくさんでした。その後「祝賀会」をおこない、ご来賓・保護者・教職員で潮見小の歴史を振り返りつつ、

未来に向けたさらなる発展を思い描きながら語り合いました。 

SNSの危険について学ぼう！ 
 １１月１９日に、稚内警察署の方による「SNS 出前講座」を全校児童対象でお

こないました。SNS は子どもたちの生活にもかなり浸透しており、そんな中で

のトラブルも耳にします。今回の出前講座で、問題が起きないようにするため

の使い方を学んだ子どもたちですが、正しく使い続けていくには、保護者の皆           

様の力が必要不可欠です。 

時に大人でも使い方を誤ることがあるの 

ですから、子どもたちの使い方を常にしっか 

りと把握し、ルールをはっきりさせておくこ 

と、これは大人の「責任」として大事にしてい 

きましょう。全ては、子どもたちを守るため 

に、です。 

 

       

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１２月２日 ＮＯ.６４９ 

◇校  訓   思いやり 

◇教育目標  しっかり学び考える 

       おもいきり挑戦する 

       みんなも自分も大切にする 

◇めざす学校の姿 明日も行きたい大好きな学校 

～安心できる場所があり、力を伸ばすことができる学校～ 

保護者・地域とともに５０年 

潮

見
小は

５０周

年
！
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潮見が丘小学校ホームページが新しくなりました。右の

QR コードから入ることができます。日々の子どもたちの

がんばりや素敵な姿をご覧いただければと思います。 

スクールガード感謝の集い 
１０月２８日は「スクールガード感謝の集い」でした。スクールガード代

表の藤田さんと、安全育成センターの館農さんに来ていただき、子どもたち

から日頃お世話になっているお礼を伝え、お２ 
人から子どもたちへのメッセージをいただきま 

した。「子どもたちの元気なあいさつに元気を 

もらっている」というお話をしていただきまし 

た。これからも子どもたちを見守ってくださる 

スクールガード・地域の皆さんに感謝です。 

しおみん 

 


